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凛風会凛風会凛風会凛風会凛風会凛風会

議
　長
【
凜
風
会
】

谷
永
　兼
二

　
す
べ
て
は
市
民
の
た
め
に
、
持
続
可

能
な
甲
賀
市
の
た
め
に
。
こ
れ
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
は
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、
市

民
の
意
思
の
代
弁
、
事
務
執
行
の
監
視

機
能
、
立
案
機
能
の
責
務
を
負
っ
て
い

ま
す
。

　
経
験
を
活
か
し
、
強
靭
か
つ
新
し
い

視
点
で
臨
み
ま
す
。

総
務
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

福
井
　進

　
子
ど
も
は
未
来
！
今
と
未
来
の
両
立

を
目
指
し
て
共
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

議
会
運
営
委
員

厚
生
文
教
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員
長

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

西
山
　実

　
初
心
を
忘
れ
ず
、市
民
の
苦
難
軽
減
・

市
民
に
寄
り
添
う
役
割
を
さ
ら
に
進
め

ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

木
村
　眞
雄

　「
大
衆
と
共
に
」の
原
点
を
貫
き
、
徹

し
て
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

北
田
　麗
子

瀨
古
　幾
司

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
元
気
と
勇
気
に
繋

が
る
よ
う
な
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
副
委
員
長

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員
会

中
島
　裕
介

　
こ
の
一
年
も
自
分
の
成
長
の
た
め
、

努
力
を
惜
し
ま
ぬ
よ
う
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。産

業
建
設
常
任
副
委
員
長

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

西
田
　忠

　
二
年
目
を
迎
え
、
デ
ザ
イ
ン
的
思
考

で
甲
賀
市
の
進
む
べ
き
未
来
を
選
択
し

て
い
き
ま
す
。

議
会
運
営
委
員

総
務
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

　
新
し
い
豊
か
さ
に
繋
が
る
政
策
か
ど

う
か
を
精
査
し
、
提
案
し
、
市
政
の
前

進
に
繋
げ
ま
す
。

議
会
運
営
委
員

総
務
常
任
副
委
員
長

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

岡
田
　重
美

　「
住
民
こ
そ
主
人
公
」市
民
の
声
が
活

き
る
市
政
と
な
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま

す
。

総
務
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
副
委
員
長

広
報
広
聴
委
員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

西
村
　慧

　
未
来
を
担
う
一
人
と
し
て
持
続
可
能

な
市
、
信
頼
さ
れ
る
政
治
を
創
る
。

議
会
運
営
委
員
長

産
業
建
設
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

林
田
　久
充

　
今
年
も
政
策
研
究
、
提
案
に
努
め
、

区
や
自
治
会
の
役
割
と
変
化
に
向
き
合

い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員

産
業
建
設
常
任
委
員
長

予
算
決
算
常
任
委
員

橋
本
　恒
典

　
今
年
も
市
の
発
展
と
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
ち
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま

す
。

議
会
運
営
委
員

総
務
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
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員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

堀
　郁
子

　
皆
様
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

甲
賀
市
を
目
指
し
て
さ
ら
に
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

奥
村
　則
夫

　
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
市
政
に
届
け

る
役
目
と
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
目

を
果
た
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

小
倉
　剛

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
皆

様
と
共
に
自
慢
の
で
き
る
魅
力
的
な
甲

賀
市
に
全
力
で
。

厚
生
文
教
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

田
中
　喜
克

　「
万
里
一
空
」の
思
い
を
胸
に
、
変
ら

ず
の
目
標
と
変
ら
ず
の
努
力
に
努
め
ま

す
。

監
査
委
員

厚
生
文
教
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

山
岡
　光
広

　
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
粘
り
強
く
、
一

歩
一
歩
。
毎
週
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
も
近

く
１
０
０
０
号
に
。産

業
建
設
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員
長

広
報
広
聴
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

田
中
　將
之

　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
生
活
者
の

灯
台
め
ざ
し
、
共
創
で
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
。

田
中
　新
人

議
会
運
営
委
員

厚
生
文
教
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

　
緊
張
感
と
使
命
感
を
持
ち
皆
様
の
声

を
大
切
に
、
市
民
目
線
で
活
力
あ
る
甲

賀
市
を
進
め
ま
す
。厚

生
文
教
常
任
委
員
長

予
算
決
算
常
任
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

橋
本
　律
子

　
環
境
未
来
都
市
宣
言
の
実
現
に
向

け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
み
躍

進
で
き
る
一
年
に
！

副
議
長
【
誠
翔
会
】

戎
脇
　浩

　
一
議
員
と
し
て
活
動
の
指
針
と
し
て

い
る「
市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ

と
」を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
議
会
を
代

表
す
る
立
場
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
正

し
い
議
会
運
営
を
通
し
て
、
よ
り
市
民

の
皆
様
に
近
い
議
会
に
な
る
た
め
の
努

力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

【
無
会
派
】

【
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
】

【
公
明
党
】

【
公
明
党
】

【
凜
風
会
】

【
凜
風
会
】
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】
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、
共
創
で
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
。

田
中
　新
人

議
会
運
営
委
員

厚
生
文
教
常
任
委
員

予
算
決
算
常
任
委
員

広
報
広
聴
委
員

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

　
緊
張
感
と
使
命
感
を
持
ち
皆
様
の
声

を
大
切
に
、
市
民
目
線
で
活
力
あ
る
甲

賀
市
を
進
め
ま
す
。厚

生
文
教
常
任
委
員
長

予
算
決
算
常
任
委
員

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

橋
本
　律
子

　
環
境
未
来
都
市
宣
言
の
実
現
に
向

け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
み
躍

進
で
き
る
一
年
に
！

副
議
長
【
誠
翔
会
】

戎
脇
　浩

　
一
議
員
と
し
て
活
動
の
指
針
と
し
て

い
る「
市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ

と
」を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
議
会
を
代

表
す
る
立
場
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
正

し
い
議
会
運
営
を
通
し
て
、
よ
り
市
民

の
皆
様
に
近
い
議
会
に
な
る
た
め
の
努

力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

【
無
会
派
】

【
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
】

【
公
明
党
】

【
公
明
党
】

【
凜
風
会
】

【
凜
風
会
】

【
凜
風
会
】

【
無
会
派
】

【
凛
風
会
】

【
凛
風
会
】

【
凛
風
会
】

【
公
明
党
】

【
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
】

【
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
】

【
誠
翔
会
】

【
誠
翔
会
】

【
誠
翔
会
】

【
誠
翔
会
】

【
凛
風
会
】

市議会だより　vol.733



2023.2 4

11月臨時会・12月定例会議案審議・意見書

12 月定例会議案等の審議結果

11月臨時会議案等の審議結果

全員賛成で同意・可決した議案

人　事
甲賀市教育委員会教育長の任命につき同意を求めるこ
とについて（第76号）
甲賀市教育委員会委員の任命につき同意を求めること
について

条例改正

甲賀市の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
甲賀市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について
甲賀市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について
甲賀市保育園設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
甲賀市立幼稚園条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

全員賛成で承認・同意・可決した議案
専決案件 専決処分につき承認を求めることについて

補正予算 令和４年度甲賀市一般会計補正予算（第７号）

人　事

甲賀市公平委員会委員の選任につき同意を求めること
について
甲賀市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて
甲賀市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて
甲賀市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて
甲賀市監査委員の選任につき同意を求めることについ
て

補正予算

令和４年度甲賀市一般会計補正予算（第８号）
令和４年度甲賀市国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）
令和４年度甲賀市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）
令和４年度甲賀市介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度野洲川基幹水利施設管理事業特別会計補正
予算（第１号）
令和４年度甲賀市水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度甲賀市診療所事業会計補正予算（第２号）
令和４年度甲賀市介護老人保健施設事業会計補正予算

（第１号）
令和４年度甲賀市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度甲賀市一般会計補正予算（第９号）

その他

指定管理者の指定につき議決を求めることについて

指定管理者の指定につき議決を求めることについて

指定管理者の指定につき議決を求めることについて

財産の処分につき議決を求めることについて

財産の処分につき議決を求めることについて

契約の変更締結につき議決を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて
甲賀広域行政組合規約の一部変更に関する協議につき
議決を求めることについて

提案者 全員賛成で可決した議案

意見書
堀 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を

求める意見書の提出について

林田
地方の鉄道路線の便数維持・利便性確保に向け
た国の積極的関与を求める意見書の提出につい
て

賛否の分かれた議案・意見書　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 誠翔会 公明党 日本共産党
甲賀市議員団 福

井　
　
進

糸
目　
仁
樹

田
中　
喜
克

結　
果反

対
賛
成

西
田　
　
忠

瀬
古　
幾
司

西
村　
　
慧

林
田　
久
充

橋
本　
恒
典

田
中　
新
人

橋
本　
律
子

北
田　
麗
子

中
島　
裕
介

奥
村　
則
夫

小
倉　
　
剛

戎
脇　
　
浩

小
河　
文
人

木
村　
眞
雄

堀　
　
郁
子

田
中　
將
之

西
山　
　
実

岡
田　
重
美

山
岡　
光
広

甲賀市水口医療介護センター条
例の全部を改正する条例の制定
について

市
長

山
岡

戎
脇 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠
席 ○ ○ 可

甲賀市議会の議員の議員報酬等
に関する条例の一部を改正する
条例の制定に
ついて

市
長

岡
田

西
村 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠
席 ○ ○ 可

公共施設使用料の見直しに伴
う関係条例の整備に関する条
例の制定について

市
長

岡
田

奥
村 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠
席 ○ ○ 可

甲賀市コミュニティセンター
条例の一部を改正する条例の
制定について

市
長

岡
田 堀 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠
席 ○ ○ 可

甲賀市都市公園条例の一部を
改正する条例の制定について

市
長

西
山

西
田 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠
席 ○ ○ 可

甲賀市公園条例の一部を改正
する条例の制定について

市
長

西
山

小
倉 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠
席 ○ ○ 可

知的障がい者・知的障がい行
政の国の対応拡充を求める意
見書の提出について

木
村

山
岡 堀 ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠
席 ○ ● 可

世界平和統一家庭連合（旧統
一協会）の解散命令を求める
意見書の提出について

山
岡

瀨
古

西
山 ● ● ● ● 欠

席 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 欠
席 ● ○ 否

原発運転期間の原則 40 年ルー
ルを守り厳格な運用を求める意
見書の提出について

西
山

北
田

岡
田 ● ● ● ● 欠

席 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 欠
席 ● ○ 否

介護保険制度の改悪をやめ、
制度の充実を求める意見書の
提出について

岡
田

木
村

山
岡 ● ● ● ● 欠

席 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 欠
席 ● ● 否

○：賛成　●：反対

※谷永兼二議員は議長のため採決に加わらない
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11月臨時会議案審議
　
第
５
回
臨
時
会
は
11
月
10
日
に
開
催
し
、
専
決
処
分
１
件
、
人
事
案
件
５
件
、

補
正
予
算
１
件
の
審
議
と
議
会
人
事
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

  
人
事

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　

岡
田　

茂
一
郎
氏（
水
口
町
）

（
全
員
賛
成
に
て
同
意
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　
　

辻　

惠
子
氏　
（
甲
賀
町
）

　
　

髙
橋　

靖
展
氏（
京
都
府
）

　
　

久
保　

弘
氏　
（
水
口
町
）

（
全
員
賛
成
に
て
同
意
）

◆
監
査
委
員
の
選
任

　
　

山
岡　

光
広
氏（
議
会
選
出
）

　
（
全
員
賛
成
に
て
同
意
）

  

議
会
人
事

◆
正
副
議
長

　
　

議　

長　

谷
永　

兼
二

　
　

副
議
長　

戎
脇　
　

浩

  

専
決
処
分

　

市
道
交
差
点
に
お
い
て
、
市
有
自
動

車
及
び
相
手
方
自
動
車
双
方
の
不
注
意

に
よ
る
事
故
に
よ
り
、
相
手
方
を
負
傷

さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
の
報

告
。
賠
償
金　

１
３
１
万
４
４
０
７
円

  

主
な
質
疑

Q
損
害
賠
償
額
が
大
き
い
、
事
故
の
詳

細
を
聞
き
た
い
。
今
後
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

A
雨
天
に
よ
る
視
界
不
良
、
交
差
点
付

近
の
工
事
に
よ
り
相
手
方
車
両
の
確
認

が
遅
れ
追
突
し
た
。
前
方
確
認
が
不
十

分
だ
っ
た
。
対
策
と
し
て
は
、
交
差
点

に
何
ら
か
の
措
置
が
で
き
る
か
県
と
協

議
し
た
い
。

  

議
案

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
増
を
ふ
ま
え
、
生
活
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
が
実
施
さ
れ
る
ほ

か
、
福
祉
施
設
や
私
立
保
育
園
、
農
業

者
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
等
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
予
算
。

　

補
正
額　

２
億
８
３
４
３
万
９
千
円

◦
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

　

２
億
２
６
１
８
万
７
千
円

　

市
民
の
生
活
支
援
の
た
め
、
市
内
店

舗
で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
１
世

帯
５
千
円
配
布
す
る
た
め
の
経
費

◦
福
祉
施
設
等
事
業
継
続
支
援
金
支
給

事
業

　

１
３
０
８
万
５
千
円

　

市
内
福
祉
施
設
に
対
す
る
支
援
金

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
支
援
事
業

　

１
７
万
９
千
円

　

市
内
民
設
民
営
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
す

る
支
援
金

◦
私
立
保
育
園
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

騰
対
策
支
援
事
業

　

１
０
８
７
万
３
千
円

　

私
立
保
育
園
等
に
対
す
る
支
援
金

◦
肥
料
価
格
高
騰
対
策
緊
急
支
援
事
業

　

２
５
０
０
万
円

　

農
業
者
に
対
す
る
生
産
費
支
援

◦
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
支
援
事
業

　

８
１
１
万
５
千
円

　

市
内
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対

す
る
支
援
金

 

主
な
質
疑

Q
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
を
１
世
帯
５

千
円
と
し
た
根
拠
は
。
配
布
時
期
、
使

用
期
間
は
ど
う
か
。

A
市
民
生
活
の
下
支
え
と
し
て
給
油
１

回
分
程
度
の
５
千
円
の
補
助
と
し
た
。

12
月
下
旬
か
ら
１
月
下
旬
に
か
け
、
ゆ

う
パ
ッ
ク
に
て
配
布
、
使
用
期
間
は
２

月
１
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
。

Q
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
、
１
世
帯
で

な
く
世
帯
の
人
数
に
応
じ
て
配
布
す
る

こ
と
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

A
検
討
は
し
た
が
、
今
回
は
１
世
帯
に

対
し
て
の
配
布
と
し
た
。

Q
福
祉
施
設
支
援
金
に
つ
い
て
、
定
員

一
人
当
た
り
通
所
系
は
７
千
円
、
放
課

後
デ
イ
は
３
千
円
と
し
た
根
拠
は
。

A
６
月
議
会
で
入
所
系
は
24
時
間
２
万

円
の
支
援
金
と
し
た
こ
と
か
ら
、
通
所

系
は
８
時
間
と
し
て
７
千
円
、
放
課
後

デ
イ
は
放
課
後
部
分
の
み
の
３
千
円
と

し
た
。

Q
今
回
は
価
格
高
騰
に
よ
る
対
策
と
い

う
こ
と
だ
が
、
業
種
が
一
定
絞
ら
れ
た

補
正
予
算
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

A
他
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
６
月
議

会
で
小
規
模
事
業
者
等
の
支
援
策
を
講

じ
た
。
今
後
は
特
に
影
響
が
著
し
い
事

業
に
つ
い
て
支
援
必
要
と
考
え
る
。

会
派
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

会
派
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

　

会
派
と
は
、議
会
に
お
い
て
主
義
や

理
念
、政
策
を
同
じ
く
す
る
議
員
が
集

ま
り
、議
長
に
届
出
を
提
出
し
て
い
る

団
体
。甲
賀
市
議
会
で
は
二
人
以
上
の

議
員
で
構
成
し
ま
す
。

　

▪
凛
風
会　

８
人

　

▪
誠
翔
会　

６
人　

　

▪
公
明
党　

３
人

　

▪
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団

　

３
人

　

▪
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員　

３
人

２
０
２
２
年
11
月
時
点
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12
月
定
例
会
は
、
令
和
４
年
11
月
29
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
会
期
で
、
新
規

条
例
案
件
12
件
、
人
事
案
件
２
件
、
補
正
予
算
９
件
、
そ
の
他
８
件（
指
定
管
理

３
件
・
財
産
処
分
２
件
・
契
約
締
結
２
件
・
広
域
行
政
組
合
規
約
１
件
）、
ま
た
、

議
員
提
案
の
意
見
書
案
６
件
を
審
議
、
議
決
し
ま
し
た
。

12月定例会議案審議（条例）
議
案
第
78
号

甲
賀
市
水
口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

当
セ
ン
タ
ー
の
機
能
お
よ
び
運
営
方
法
を
見
直
す
た
め
、
条
例
の
全

部
を
改
正

議
案
第
84
号

公
共
施
設
使
用
料
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

公
共
施
設
使
用
料
を
見
直
す
た
め
、
関
係
条
例
の
一
部
を
改
正

議
案
第
87
号

甲
賀
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

P
IC

K
 U

P
 

P
IC

K
 U

P
 

P
IC

K
 U

P
 

　

条
例
で
診
療
所
は
、
そ
の
運
営
管
理

を
指
定
管
理
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
も
の
。
あ
わ
せ
て
併

設
さ
れ
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
さ
さ
ゆ
り
は
閉
所
と
す
る

も
の
。

 

主
な
質
疑

Q
指
定
管
理
に
す
る
と
、な
ぜ
経
営
改

善
が
図
れ
る
の
か
。

A
民
間
活
力
を
導
入
し
て
抜
本
的
に
改

善
す
る
方
が
良
い
と
の
結
論
を
得
た
。

本
制
度
で
す
ぐ
に
改
善
で
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、必
要
な
部
分
に
は
し
っ
か

り
支
援
を
す
る
。

  

反 

対 

討 

論

　

経
営
困
難
な
医
療
機
関
を
指
定
管
理

に
す
れ
ば
収
支
改
善
が
図
れ
る
保
証
は

な
い
。
公
的
医
療
に
ふ
さ
わ
し
い
支

 

主
な
質
疑

Q
減
免
基
準
は
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で

設
定
さ
れ
る
の
か
。

A
条
例
制
定
後
、施
行
規
則
で
制
定
す

る
。

Q
受
益
者
負
担
の
考
え
方
は
、公
共
施

設
の
利
用
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

A
施
設
の
利
用
を
通
し
て
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
対
象
者
が
明
確
な
場

合
は
、受
益
者
負
担
の
考
え
は
適
正
で

あ
る
。

 

主
な
質
疑

Q
柏
木
公
園
は
、有
料
施
設
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、そ
の
理
由
は
。

A
「
公
共
施
設
使
用
料
見
直
し
に
係
る

基
本
方
針
」の
中
で
、類
似
施
設
は
各
施

設
の
平
均
値
で
統
一
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。同
公
園
の
施
設
は
、他
の
有
料

援
が
必
要
で
あ

り
、
診
療
所
の

指
定
管
理
者
制

度
導
入
と
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
さ
さ

ゆ
り
の
閉
所
を

前
提
と
し
た
改

正
案
に
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論

　

公
的
医
療
の
役
割
に
つ
い
て
、
民
間

に
よ
る
代
替
手
段
が
な
い
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
民
業
圧
迫
状
態
に
も
な
っ

て
い
る
。
財
政
面
か
ら
見
る
と
、
一
般

会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
金
が
あ
り
、
経

営
の
抜
本
的
改
善
の
た
め
に
は
指
定
管

理
が
望
ま
し
い
と
の
答
申
に
沿
っ
た
改

正
案
で
あ
る
。

 

採
決　
賛
成
多
数
に
て
可
決

  

反 

対 

討 

論

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
と
す

る
使
用
料
の
値
上
げ
で
は
な
く
、
公
共

施
設
を
利
用
し
や
す
く
す
る
充
実
策
が

大
事
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論

　

公
共
施
設
を
利
用
す
る
人
、
し
な
い

人
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
大
き
な
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
激
変
緩
和
措
置
も
講

じ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
賛
成
。

 

採
決　
賛
成
多
数
に
て
可
決

施
設
と
同
様
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の

で
、料
金
徴
収
の
対
象
と
す
る
。

  

反 

対 

討 

論

　

公
共
施
設
は
市
民
に
利
用
さ
れ
て
こ

そ
意
義
が
あ
る
。
有
料
化
や
値
上
げ

は
、
利
用
者
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
公

共
施
設
の
設
置
趣
旨
に
も
反
す
る
。



一
般
会
計
歳
入
予
算
の
補
正

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
歳
出
補
正

そ
の
他
の
事
業
の
歳
出
補
正

市議会だより　vol.737

12月定例会議案審議（予算）

信
楽
保
育
園
・
幼
稚
園
及
び
伴
谷
こ
ど
も
園
整
備
事
業
費
の
ほ
か
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
公
共
施
設
の
光
熱
費
の
増
額
予
算
な
ど
及
び

出
産
・
子
育
て
支
援
事
業
予
算
を
可
決

議
案
第
90
・
１
０
７
号

　
　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
・
９
号
）

P
IC

K
 U

P
 

〈
補
正
予
算
第
８
号
〉

 

市
税
の
増
額　
　

２
億
５
千
万
円

県
支
出
金
の
減
額

５
２
８
７
万
円

市
債
の
増
額

９
億
10
万
円

 

主
な
質
疑

Q
市
民
税
、
固
定
資
産
税
増
加
の
要
因

は
。

A
市
民
税
は
、
３
０
０
万
円
以
下
の
所

得
階
層
の
一
部
が
６
０
０
万
円
以
下
の

階
層
へ
ス
ラ
イ
ド
し
た
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
固
定
資
産
税
で
は
、
償
却
資
産
分

で
、
製
造
業
の
業
績
が
好
調
で
あ
っ
た

こ
と
と
太
陽
光
発
電
事
業
者
の
過
年
度

分
を
含
む
申
告
の
提
出
に
よ
る
も
の
。

公
共
施
設
の
管
理
事
務
費
増
額

７
６
７
０
万
円

　

庁
舎
や
保
育
園
、
小
中
学
校
、
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
で
の
管
理
事
務

費
の
増
加
に
伴
う
増
額
分
を
計
上
。

 

主
な
質
疑

Q
異
常
な
物
価
高
騰
で
一
番
影
響
を
受

け
て
い
る
の
は
何
か
。

A
内
訳
は
、
電
気
料
金
が
６
１
１
０
万

円
、
燃
料
費
が
１
５
６
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
費
用
の
対
前
年
度
比

は
、
電
気
料
が
約
1.3
倍
、
燃
料
費
が
約

２
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
。

信
楽
保
育
園
・
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業

８
億
２
４
０
０
万
円

　

令
和
６
年
開
園
を
目
指
し
施
設
を
整

備
す
る
も
の
。

伴
谷
統
合
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
１
億
４
９
７
０
万
円

　

令
和
５
年
４
月
の
開
園
を
目
指
し
進

め
ら
れ
て
い
る
整
備
事
業
に
伴
う
旧
園

舎
解
体
工
事
に
係
る
経
費
を
追
加
す
る

も
の
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
補
助

３
千
万
円

　

介
護
老
人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

さ
さ
ゆ
り
の
減
収
に
伴
う
補
助
金
を
増

額
す
る
も
の
。

 

主
な
質
疑

Q
増
額
の
具
体
的
理
由
は
何
か
。

A
収
入
予
算
額
に
対
し
収
入
見
込
額
が

約
７
３
０
０
万
円
不
足
と
な
り
、
現
預

金
で
補
っ
た
が
、
な
お
３
千
万
円
が
不

足
と
な
っ
た
も
の
。

歴
史
文
化
都
市
構
築
補
助
事
業

４
５
０
０
万
円

　

観
光
客
誘
致
に
取
り
組
む
た
め
、
団

体
旅
行
に
対
す
る
補
助
金
を
増
額
計
上

す
る
も
の
。

 

主
な
質
疑

Q
こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
る
効
果
は
何

か
。

A
継
続
的
な
観
光
施
策
を
展
開
し
、
ま

た
年
度
を
ま
た
ぎ
実
施
す
る
こ
と
で
切

れ
目
な
く
市
外
か
ら
の
観
光
誘
客
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
繋

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
５
３
０
０
万
円
の

経
済
効
果
と
潜
在
的
波
及
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

 

採
決　
全
員
賛
成
で
可
決

〈
補
正
予
算
第
９
号
〉

出
産
・
子
育
て
支
援
事
業９

０
５
８
万
円

　

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で

の
一
貫
し
た
伴
奏
支
援
及
び
経
済
的
支

援
を
実
施
す
る
た
め
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
を
支
給
す
る
も
の
。

 

採
決　
全
員
賛
成
で
可
決

解体予定の伴谷保育園（左奥）
（右手前は令和 5 年 4 月開園予定の認定こども園）

  

賛 

成 

討 

論

　

同
基
本
方
針
に
基
づ
き
改
正
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
類
似
施
設
や
他
市

の
状
況
を
参
考
に
さ
れ
た
も
の
で
適
切

と
考
え
る
。

 

採
決　
賛
成
多
数
に
て
可
決



委員長　小河文人　副委員長　岡田重美　　福井進・西村慧・瀨古幾司・堀郁子・奥村則夫

■10月21日
公共施設使用料の見直しに係る基本方針（案）のパブ
リック・コメントの結果及び方針策定、地域情報基
盤のあり方、自治振興会によるまちづくり、投票所
等の見直し等
■11月17日
自治振興会と区・自治会の整理、市政に関する意識
調査の結果等
■12月15日
議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部改正、市職員の定年等に関する
条例の一部改正、市議会の議員の議員報酬等に関す
る条例の一部改正、公共施設使用料の見直しに伴う
関係条例の整備に関する条例制定、コミュニティセ
ンター条例の一部改正等
■12月20日
自治振興会のあり方についての検討結果

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

日誌
総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

総務常任委員会

付
託
議
案
審
査

2023.2 8

自
治
振
興
会
と
区
・
自
治
会
の
整
理

に
つ
い
て

　

自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が

機
能
す
る
た
め
に
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
自
治
振
興
会
の

在
り
方
や
自
治
振
興
交
付
金
等
に
つ
い

て
整
理
が
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

Q
区
・
自
治
会
、自
治
振
興
会
と
の
す

み
分
け
に
つ
い
て
、規
則
で
整
理
す
る

と
い
う
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
内
容
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

A
身
近
な
困
り
事
等
は
区
・
自
治
会
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
、自
治
振
興
会

は
区
・
自
治
会
で
着
手
困
難
な
こ
と
、

防
災
、人
材
育
成
な
ど
自
治
振
興
交
付

金
を
活
用
し
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
区
・
自
治
会
、自
治
振
興
会
両
方
を

行
政
区
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

A
該
当
す
る
内
容
に
よ
り
区
・
自
治
会
、

自
治
振
興
会
の
ど
ち
ら
が
行
政
と
の
窓

口
の
役
割
を
担
う
か
選
択
で
き
る
こ

と
、ま
た
自
治
振
興
会
が
エ
リ
ア
を
包

括
で
き
る
。

Q
地
域
要
望
は
直
接
担
当
課
へ
提
出
も

可
能
か
。

A
直
接
担
当
課
へ
提
出
も
可
能
。

所
管
事
務
調
査

佐山コミュニティセンター

市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
の
特
別
職
の
給
与
改
定

に
伴
い
、
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上

げ
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

Q
引
き
上
げ
の
根
拠
は
。

A
直
近
１
年
間
の
支
給
実
績
に
お
い

て
、民
間
と
公
務
に
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

  

反
対
討
論

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
に
よ
り
市
民

の
暮
ら
し
や
営
業
は
深
刻
で
あ
り
、
議

員
報
酬
引
き
上
げ
は
市
民
の
理
解
を
得

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

  

賛
成
討
論

·
人
事
院
や
県
人
事
委
員
会
の
調
査
を

考
慮
し
た
も
の
で
適
切
な
改
正
。

·
一
般
の
公
務
員
と
同
等
で
言
え
ば
引

き
上
げ
率
は
妥
当
。

採
決

賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正

　

佐
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
追

加
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
使
用

料
の
改
定
に
よ
る
条
例
改
正
。

主
な
質
疑

Q
利
用
者
の
年
齢
層
、稼
働
率
は
。

A
高
齢
者
が
多
く
、日
中
の
利
用
率
は

高
い
。

  

反
対
討
論

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
気
軽
に

使
え
る
公
共
施
設
。
使
用
料
値
上
げ
は

公
共
施
設
の
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

  

賛
成
討
論

　

光
熱
費
等
も
上
が
っ
て
い
る
。
今
回

の
使
用
料
見
直
し
は
市
民
に
と
っ
て
公

平
公
正
な
も
の
。

採
決

賛
成
多
数
に
て
可
決
べ
き
も

の
と
決
定



市民の生活と福祉、医療、介護、子育て、文化やスポーツ、
教育に関わる委員会です。

委員長　橋本律子　副委員長 中島裕介　 田中喜克・田中新人・北田麗子・山岡光広・木村眞雄・戎脇浩

日誌
市民の生活と福祉、医療、介護、子育て、文化やスポーツ、

厚生文教常任委員会 ■10月17日
新型コロナワクチン接種状況、市公式LINEアカウ
ントを利用した「相談窓口」、（仮称）甲南総合認定こ
ども園設置・運営事業者内定について、公共施設利
用料見直しに係る基本方針（案）に関するパブリック
コメントの結果及び方針策定、防犯灯の管理につい
て等
■11月17日
水口児童クラブ整備事業、史跡紫香楽宮跡第１期整
備計画、介護保険事業計画・高齢者福祉計画策定、
自立生活支援ホーム「きぶかわ」の今後の方向性等
■12月14日
甲賀市水口医療介護センター条例の全部を改正する
条例の制定、甲賀市立幼稚園条例の一部を改正する
条例の制定　令和4年度甲賀市介護保険特別会計補
正予算　かふか21子ども未来会議等

付
託
議
案
審
査

報
告
事
項
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民
営
化
後
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の

課
題
に
つ
い
て

主
な
質
疑

Q
民
営
化
移
行
に
際
し
て
、現
在
の
公

立
園
の
保
育
教
育
内
容
を
基
本
と
し
な

が
ら
、民
営
化
園
の
特
色
あ
る
運
営
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
あ
る

が
、各
園
の
保
育
教
育
方
針
は
最
大
限

尊
重
さ
れ
る
の
か
。

A
特
色
あ
る
保
育
教
育
は
、最
大
限
、尊

重
す
る
。そ
の
上
で
、危
機
管
理
や
感
染

マ
ニ
ュ
ア
ル
、地
域
と
の
関
わ
り
等
の

基
本
的
な
部
分
は
、公
立
同
様
の
対
応

を
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

Q
最
近
、起
こ
っ
て
い
る
園
児
の
送
迎

の
事
故
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
る
か
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
園
児
の
安
全
管
理

所
管
事
務
調
査

甲賀町神地先の市道

認定子ども園イメージ

を
行
う
。そ
の
上
で
、保
育
者
が
目
視
で

安
全
確
認
を
行
う
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
庁
か

ら
通
知
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
甲

賀
市
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検

討
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。国
や
県
と

の
情
報
共
有
に
よ
り
、甲
賀
市
モ
デ
ル

が
構
築
さ
れ
ま
す
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

水
口
町
虫
生
野
に
あ
る
建
物
を
社
会

福
祉
法
人
「
し
が
ら
き
会
」
に
無
償
譲

渡
す
る
も
の
。
施
設
は
昭
和
55
年
及
び

61
年
に
官
舎
と
し
て
建
築
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
18
年
か
ら
法
人
が
老
朽
化
し

た
施
設
を
修
繕
し
な
が
ら
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
の
円
滑
な
事
業
運
営

を
し
て
い
く
上
で
法
人
か
ら
財
産
譲
渡

申
請
が
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

Q
２
か
所
の
建
物
は
無
償
譲
渡
だ
が
、

土
地
は
ど
う
な
る
の
か
。ま
た
、土
地
に

つ
い
て
譲
渡
の
話
は
な
か
っ
た
か
。

A
土
地
は
市
所
有
の
ま
ま
で
あ
る
。話

は
あ
っ
た
が
、今
回
は
見
送
り
と
し
た
。

Q
契
約
は
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
か
。

A
契
約
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。土
地
は

無
償
貸
与
と
な
る
が
、使
用
用
途
の
条

件
を
つ
け
て
契
約
を
す
る
。

採
決

全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定

防
犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て

　

市
内
に
あ
る
防
犯
灯
の
設
置
・
維
持

管
理
基
準
は
、
集
落
内
お
よ
び
そ
の
周

辺
は
区
・
自
治
会
、
地
域
間
は
市
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
合

併
前
に
旧
町
で
設
置
し
た
経
緯
の
違
い

か
ら
、
市
が
集
落
内
で
半
数
近
く
管
理

す
る
地
域
が
あ
る
一
方
、
現
在
の
管
理

基
準
通
り
に
管
理
さ
れ
て
い
る
地
域
も

あ
り
、
不
均
衡
が
生
じ
て
お
り
、
長
年

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
課
題
解
決

に
向
け
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、

電
気
料
金
は
全
て
市
が
負
担
、
設
置
・

維
持
管
理

も
全
て
市

が
行
う
こ

と
で
、
調

整
が
進
め

ら
れ
て
い

ま
す
。



委員長　橋本恒典　副委員長 西田忠　　小倉剛・田中將之・林田久充・糸目仁樹・西山実

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

■10月21日
所管事務調査　第２次甲賀市環境基本計画につい
て、新名神高速道路６車線化工事の現況について等
報告事項　データセンター誘致に向けた取り組み状
況について等
■10月27日・28日
視察研修 広島県廿日市市：廿日市市役所駅前周辺
整備事業について　岡山県矢掛町：道の駅及び伝建
地区を生かした観光政策とまちづくりについて
■12月16日
付託案件審査　甲賀市公園条例の一部を改正する条
例の制定について等６件を審査
報告事項　近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会

日誌
産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

産業建設常任委員会

付
託
議
案
審
査

報
告
事
項

視
察
研
修
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い
て
、
翌
28

日
、
岡
山
県

矢
掛
町
で
道

の
駅
及
び
伝

統
的
建
造
物

群
保
存
地
区

を
生
か
し
た

観
光
政
策
と

ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

研
修
し
ま
し

た
。
今
後
は

貴
生
川
駅
と
そ
の
周
辺
整
備
事
業
並
び

に
道
の
駅
あ
い
の
土
山
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
代
表
質
問
等
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。公

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

公
園
設
備
に
つ
い
て
、
施
設
の
用
途

廃
止
等
及
び
使
用
料
の
改
定
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

Q
公
共
施
設
の
利
用
料
金
値
上
げ
は
利

用
者
減
へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
。

A
類
似
の
施
設
や
他
市
の
状
況
を
参
考

に
し
た
も
の
で
適
当
と
考
え
る
。

採
決

賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

信
楽
川
橋
に
移
動
し
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

（
工
事
用
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）
で
地
上
87

ｍ
の
工
事
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
拠
点
の
地
方
分
散

に
向
け
補
助
事
業
者
と
な
る
地
方
自
治

体
の
募
集
が
行
わ
れ
、
２
次
募
集
に
お

い
て
本
市
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
を
希
望
す
る

事
業
者
と
事
業
化
に
向
け
た
調
整
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

10
月
27
日
、
広
島
県
廿
日
市
市
で
廿

日
市
市
役
所
駅
前
周
辺
整
備
事
業
に
つ

第
２
次
甲
賀
市
環
境
基
本
計
画
に
つ

い
て

　

甲
賀
市
で
は
、平
成
29
年
７
月
に「
第

２
次
甲
賀
市
環
境
基
本
計
画
」を
策
定

し
、
環
境
の
保
全
と
創
出
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

確
認
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

Q
生
ゴ
ミ
の
た
い
肥
化
事
業
に
市
民
へ

の
広
が
り
が
み
ら
れ
な
い
が
。

A
生
ご
み
を
燃
や
す
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
の
削

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

Q
肥
料
高
騰
が
続
い
て
い
る
。下
水
汚

泥
の
肥
料
化
推
進
を
検
討
し
て
は
。

A
調
査
検
討
を
進
め
て
い
る
。

新
名
神
高
速
道
路
６
車
線
化
工
事
の

現
況
に
つ
い
て
（
現
地
視
察
）

10
月
21
日
、
新
名
神
高
速
道
路
６
車

線
化
工
事
の
現
況
に
つ
い
て
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
治
川
橋
で
は
橋
の
下
か
ら
橋
梁
上

に
階
段
で
昇
り
橋
梁
拡
幅
工
工
事
の
現

場
を
見
学
、
そ
の
後
新
名
神
高
速
を
走

り
６
車
線
化
施
工
現
場
を
確
認
、
更
に

所
管
事
務
調
査

工事が進む６車線化工事（佐治川橋）

鉄道とバス停が隣りあう廿日市市役所前駅
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。市市のの考考えをえを問問うう22人の22人の
議員が議員が市市のの考考えをえを問問うう 目次22人の22人の
議員が議員が

令和４年
12月8日・9日・12日・13日

令和４年　第６回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

順番 氏　　名 質問事項

9 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

１ 金属スクラップ堆積場に対する法的規制
について

２ アグロエコロジーに基づく農業の推進に
ついて

３ 消防団員の加入促進等について
４ 新型コロナウイルス感染症対策について

10 福
ふく

井
い

　進
すすむ

１ 働きやすい市役所づくりで「市民サービ
ス」の向上を

２ 再生可能エネルギーを軸とした持続可能
なまちづくり

11 小
お

倉
ぐら

　剛
つよし １ 日野町南比都佐地区への給水について

２ 空き家対策について

12 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ １ より安心安全な道路環境整備を

２ 地域共生社会の新たな仕組みづくり強
化を

13 瀨
せ

古
こ

　幾
いく

司
じ １ 道路除草状況の検証

２ 少子化対策について
３ 公共施設の省エネ化について

14 奥
おく

村
むら

　則
のり

夫
お １ 保育士確保について

２ ウッドスタート宣言について

15 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり １ 子どもたちの運動・スポーツ環境につい

て
２ 市の電気使用料の削減について

16 中
なか

島
じま

　裕
ゆう

介
すけ １ ゴルフツーリズムの推進について

２ 今後の開発が進む甲賀地域について

17 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

１ 行政評価とEBPMについて
２ 甲賀市のブランディングについてVol.1
３ グリーンライフ・ポイント制度の導入に

ついて

18 西
にし

田
だ

　忠
まこと １ 甲賀市のブランド戦略について

２ 公共交通・施設の観光利用について

19 戎
えびすわき

脇　浩
ひろし １ 市職員の副業緩和策について

２ まるーむの有効利用について

20 北
きた

田
だ

　麗
れい

子
こ １ 共感マーケット戦略について

２ 第36回あいの土山マラソンのふりかえり
と今後

21 小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と １ デジタル田園都市実現に向けて本市の取

り組みを問う
２ 甲賀市道路整備基本計画について

22 林
はやしだ

田　久
ひさ

充
みつ １ 指定管理者制度の現状と課題について

２ 夢の学習事業の可能性と課題について

順番 氏　　名 質問事項

１ 西
にし

村
むら

　慧
けい １ オーガニック給食の段階的導入について

２ 2025大阪・関西万博への参画について
３ 本市の人口ビジョンについて

2 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

１ 貴生川小学校児童の安全通学に杣川架橋
の歩行者専用橋を

２ 信楽高原鐵道の新駅設置で「日本遺産の
物語づくりに弾みを」について

３ 貴生川駅周辺整備に欠かせない虫生野希
望ケ丘線と水口北内貴線の整備について

４ 杣川、野洲川源流に至る「杣イチ」「野洲
イチ」の周遊自転車道路の整備を

５ 甲賀市の魅力「水・緑多き自然」を守るた
め行動を先駆ける「甲賀市環境未来都市」
づくりで

３ 木
き

村
むら

　眞
まさ

雄
お

１ 不登校傾向のある子どもへの対策につい
て

２ 災害時における避難施設の整備について
３ コミュニティスクール推進に向けての取

り組みについて

４ 堀
ほり

　郁
いく

子
こ

１ 子宮頸がんワクチン接種の積極的勧奨に
ついて

２ 障がい者の生活支援について
３ バス・自家用車での子ども置き去り防止

へ
４ 自治体マイナポイント事業について

５ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き １ 農機具購入補助による農業支援

２ 学校のコロナ対策現状について
３ 大阪関西万博への今後の関わり方

６ 西
にし

山
やま

　実
みのる

１ 梅が丘、広野台の雨水排水対策の強化を
２ 旧国道307号の内貴橋～貴生川２丁目の

歩道の整備を
３ 信楽高原鐵道への引き続く財政支援につ

いて
４ 公立甲賀病院のあり方について

７ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

１ 学校図書館の充実について
２ 超過密化・大規模化している三雲養護学

校の分離・新設について
３ 市職員の時間外労働と健康保持について
４ 区及び自治会と自治振興会のあり方につ

いて第３弾

８ 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

１ 市営住宅を整備し住まいの保障を
２ 帯状疱疹ワクチン接種助成について
３ 障害者福祉車両運賃助成事業について
４ 性暴力被害者支援について
５ 土山蒲生近江八幡線（県道41号線）の整備

について

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ

総合政策部理事 総政理事 こども政策部長 こ政部長 産業経済部長 産経部長
健康福祉部長 健福部長 総合政策部長 総政部長 産業経済部理事 産経理事

危機・安全管理統括監 危機統括監 市民環境部長 市環部長 選挙管理委員会事務局長 選管局長
上下水道部長 水道部長 教育委員会事務局次長 教育次長

■答弁者の凡例
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。公職選挙法メモ

Q
不
登
校
傾
向
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

校
内
適
応
支
援
教
室
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

 

教
育
次
長　
居
場
所
と
し
て
校
内
適
応
支
援
教
室
も
選

択
肢
の一つ
で
あ
る
。
必
要
な
人
員
や
空
き
教
室
の
確
保

な
ど
の
課
題
も
あ
る
の
で
、
他
府
県
、
市
町
の
先
行
事
例

も
参
考
に
し
つ
つ
、
児
童
生
徒
や
学
校
の
実
情
に
即
し
た

適
切
な
場
の
設
定
を
研
究
す
る
。

Q
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
整
備
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
本
市
の

防
災
対
策
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

 

危
機
統
括
官　
簡
易
ト
イ
レ
や
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
の

関
係
備
品
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
や
簡
易
ト
イ
レ
、
仮

設
ト
イ
レ
な
ど
の
災
害

時
の
ト
イ
レ
設
備
に
つ

い
て
、
関
係
部
局
と
協

議
・
整
理
し
、
充
実
が

図
れ
る
よ
う
取
り
組

む
。
防
災
対
策
に
お
い

て
、
地
域
の
自
主
防
災

力
を
一
層
強
化
・
支
援

す
る
と
共
に
、
積
極
的

な
防
災
啓
発
の
推
進
に

取
り
組
む
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

関
係
部
局
連
携
の
も
と
検
討
を
進
め
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
段
階
的
導
入
を

Q
国
の
目
標
値
は
、
２
０
５
０
年
に
25
％
だ
が
、
本
市

に
お
け
る
水
稲
有
機
栽
培(

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ)

の
状
況
は
。

 

産
経
理
事　
令
和
４
年
度
は
、
１
７
７
・
９
ア
ー
ル
で

あ
り
、
全
体
の
栽
培
面
積
０
・
04
％
程
度
に
留
ま
る
。

Q
今
後
の
有
機
栽
培
拡
大
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

 

産
経
理
事　
ス
マ
ー
ト
農
業
及
び
県
と
連
携
し
た
技

術
支
援
を
行
う
。

Q
学
校
給
食
へ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
導
入
の
考
え
は
。

 

市
長　
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
が
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
よ
り
良
い
給
食
は
、
重
要
な
責
務
だ

と
考
え
る
。

Q
校
外
学
習
で
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
訪
問
を
。

 

教
育
次
長　
会
場
で
の
学
び
は
大
変
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
課
題
も
踏
ま
え

て
、
早
く
検
討
を
進
め
る
。

Q
目
標
人
口(

２
０
２
８

年
：
８
万
７
千
人)

の
達
成

に
向
け
た
所
見
は
。

 

市
長　
持
続
可
能
な
自
治

体
経
営
に
お
け
る
最
大
の
課

題
は「
人
口
減
少
」で
あ
り
、

こ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
総

力
を
結
集
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

A Q

貴
生
川
駅
周
辺
特
区
構
想
で
方
向
示
す

杣
川
歩
行
者
専
用
橋
で
児
童
の
安
全
を

Q
登
下
校
時
、
多
大
な
危
険
性
の
あ
る
貴
生
川
小
学

校
児
童
の
通
学
路
に「
杣
川
歩
行
者
専
用
橋
」新
設
を
。

 

建
設
部
長　
歩
行
者
・
車
両
の
明
確
な
分
離
は
非
常

に
有
効
で
あ
り
、「
杣
川
歩
行
者
専
用
橋
」設
置
も
策
定

中
の
貴
生
川
駅
周
辺
特
区
構
想
の
中
で
方
向
性
を
示

す
。
ま
た
、
飯
道
山
登
山
ル
ー
ト
と
し
て
の
観
光
面
も

含
め
て
の
歩
道
橋
の
必
要
性
も
精
査
し
て
い
く
。

Q
貴
生
川
駅
と
希
望
ケ
丘
を
結
ぶ
虫
生
野
希
望
ケ
丘

線
及
び
野
洲
川
を
ま
た
ぐ
水
口
北
内
貴
線
の
整
備
は
。 

 

建
設
部
長　
虫
生
野
希
望
ヶ
丘
線
は
延
長
約
２
・
１

㎞
、
現
在
、
道
路
詳
細
設
計
、
地
質
調
査
、
路
線
用

地
測
量
を
実
施
中
で
工
事
着
手
時
期
は
未
確
定
、
国
道

３
０
７
号
と
平
面
交
差
。

水
口
北
内
貴
線
は
令
和

２
年
度
か
ら
道
路
概
略

設
計
、
地
形
測
量
を
年

次
実
施
。
事
業
量
が
多

大
と
な
る
こ
と
か
ら
県

道
と
し
て
整
備
を
要
請

中
。
ま
た
、
広
域
幹
線

道
路
網
の
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
、
主
要
地
方

道
草
津
伊
賀
線
ま
で
延

伸
の
必
要
を
認
識
。

A Q

備
品
や
設
備
の
充
実
に
取
り
組
む

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

A Q

貴生川市街地と杣川歩行者専用橋（予定）

人口ビジョン

凛 風 会

無 所 属

公 明 党

西
にし

村
むら

　慧
けい

田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

木
き

村
むら

　眞
まさ

雄
お

マンホールトイレ設置例（長岡京市）
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。公職選挙法メモ

Q
近
年
、
記
録
的
短
時
間
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。浸
水
対
策
と
危
機
対
応
の
強
化
を
。

 

建
設
部
長　
梅
が
丘
は
、
中

央
雨
水
幹
線
の
整
備
に
よ
り
、

排
水
機
能
の
改
善
を
目
指
す
。

広
野
台
西
も
計
画
的
に
雨
水
排

水
対
策
を
講
じ
る
。
市
内
７
か

所
の
地
下
道（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）

に
つ
い
て
、
監
視
を
も
と
に
通

行
止
め
の
対
策
を
行
う
。

 

危
機
統
括
官　
「
吸
水
土
の

う
」を
有
効
な
資
機
材
と
し
て
講
習
や
防
災
訓
練
で
紹

介
し
備
蓄
す
る
。

Q
歩
道
が
狭
い
う
え
に
、
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
旧

国
道
３
０
７
号
の
歩
道
の
整
備
、側
溝
水
路
の
対
策
を
。

 

建
設
部
長　
歩
道
の
除
草
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す

る
。
側
溝
水
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、
側
溝
の
視
認
性

の
向
上
の
た
め
に
、
水
路
際
の
外
側
線
を
引
き
直
す
。

Q
信
楽
高
原
鐵
道
に
対
し
て
、
県
と
連
携
し
て
財
政

支
援
を
国
に
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て

の
今
後
の
支
援
の
考
え
方
を
伺
う
。

 

市
長　
信
楽
高
原
鐵
道
は
地
域
の
市
民
生
活
を
支
え

る
重
要
な
公
共
交
通
機
関
、
大
切
な
観
光
資
源
と
し
て

の
役
割
か
ら
、筆
頭
株
主
と
し
て
経
営
を
支
え
て
い
く
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

生
活
体
験
実
施
、
登
録
施
設
増
目
指
す

障
が
い
者
の
親
亡
き
後
の
支
援
充
実
を

Q
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
高
い
９
価
ワ
ク
チ
ン
が
令
和

５
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
世
代

で
個
人
で
接
種
さ
れ
た
方
の
償
還
払
を
含
め
、
改
め
て

個
別
に
再
勧
奨
を
す
べ
き
で
は
。

 

健
福
部
長　
個
別
通
知
を
行
い
、
啓
発
に
努
め
る
。

Q
障
害
者
総
合
支
援
法
改
正
を
受
け
、
障
が
い
者
が

親
な
き
後
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
支
援
、

障
害
者
施
設
は
ど
う
か
。
障
が
い
者
へ
の
虐
待
防
止
の

取
り
組
み
や
子
育
て
支
援
は
ど
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
の
森

に
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
な
い
共
に
遊
べ
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
遊
具
を
設
置
し
、
掲
示
し
て
は
。

 

健
福
部
長　
地
域
生
活
支
援
拠
点
と
し
て
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
の
生
活
体
験

を
試
行
し
て
い
る
。
さ

ら
に
登
録
施
設
を
増
や

す
。
虐
待
件
数
は
令
和

４
年
度
、
10
件
通
報
あ

り
調
査
し
２
件
判
断
し

た
。
分
離
保
護
等
行
う
。

管
理
職
１
名
が
関
わ

る
。
子
育
て
支
援
は
個

別
に
相
談
に
応
じ
る
。

遊
具
は
掲
示
含
め
協
議

す
る
。

A Q

国
と
市
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
推
進

農
機
具
購
入
補
助
で
農
業
支
援
を

Q
今
私
達
は
物
価
高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る
が
、
食
糧

輸
入
へ
の
過
剰
依
存
と
そ
れ
に
伴
う
食
糧
自
給
率
の
低

さ
が
原
因
。
今
か
ら
で
は
遅
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
農

業
活
性
化
が
極
め
て
重
要
。
そ
の
た
め
に
大
小
関
わ
ら

ず
、
農
家
全
般
が
適
正
な
利
益
を
得
る
農
業
を
作
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
購
入
費
用
は
非
常
に

重
い
負
担
。
機
械
購
入
を
も
っ
と
支
援
し
、
経
費
削
減

を
図
れ
な
い
か
。

 

産
経
理
事　
農
業
に
お
い
て
初
期
投
資
や
機
械
更
新

の
費
用
が
重
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
地
域
の
中
心

的
経
営
体
で
あ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
集
約
化
等

を
図
る
ほ
か
施
設
園
芸
な
ど
経
営
規
模
が
小
さ
く
て
も

収
益
性
の
高
い
経
営

へ
の
転
換
を
推
進
し

て
い
る
。
農
業
機
械

導
入
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
国
の
制

度
の
活
用
を
軸
に
支

援
し
た
い
が
、
要
件

が
厳
し
い
面
も
あ
る

の
で 

、
市
の
単
独

事
業
を
積
極
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。

A Q

計
画
的
に
雨
水
排
水
対
策
を
講
じ
る

大
雨
浸
水
被
害
の
防
止
対
策
の
強
化
を

A Q

良い農機具が買いやすい農業に

障がいの有無に関わらず共に遊べる遊具

冠水した東名坂アンダーパス

公 明 党

無 所 属

日本共産党

堀
ほり

　郁
いく

子
こ

糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

西
にし

山
やま

　実
みのる
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
屋
外
保
管
に
関
す
る

条
例
の
制
定
は
で
き
な
い

か
。

 

市
環
部
長　
資
源
物
は
、

廃
棄
物
で
な
い
こ
と
か
ら
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」の
適

用
外
で
屋
外
保
管
を
規
制

す
る
法
令
等
は
な
い
。

Q
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く
農
業
へ
の
転
換
は
。

 

産
経
理
事　
生
態
系
と
調
和
の
と
れ
た
農
産
物
の
生

産
を
行
う
有
機
農
業
や
自
然
農
法
な
ど
に
よ
る
農
業
の

こ
と
で
、そ
の
よ
う
な
農
業
の
取
り
組
み
も
必
要
だ
が
、

化
学
肥
料
や
農
薬
を
活
用
し
て
面
積
当
た
り
の
収
量
を

増
や
す
こ
と
も
農
家
所
得
向
上
の
た
め
重
要
で
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
。

Q
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
に
つ
い
て
は
。

 

危
機
統
括
監　
消
防
団
員
が
勤
務
す
る
事
業
所
に
、
年

度
当
初
に
市
長
、
団
長
の
連
名
で
消
防
活
動
への
便
宣
供

与
依
頼
を
要
請
し
て
い
る
。

Q
市
内
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
は
。

 

健
福
部
長　
県
の
動
向
と
同
じ
で
、
県
の
６
％
が
本
市

の
感
染
で
あ
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

適
正
な
職
員
配
置
を
指
示
し
た

市
職
員
の
時
間
外
勤
務
が
常
態
化

Q
学
校
図
書
と
新
聞
配
備
、
司
書
に
つ
い
て
は
、
学

校
図
書
館
整
備
五
カ
年
計
画
に
基
づ
き
、
地
方
財
政
措

置
が
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
予
算
化
は
半
分
程
度
。

増
額
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

教
育
次
長　
蔵
書
数
や
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め

な
が
ら
図
書
費
の
増
額
、司
書
増
員
に
つ
い
て
も
検
討
。

Q
令
和
３
年
度
の
市
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
は
約

２
億
８
千
万
円
、
過
労
死
を
超
え
る
長
時
間
労
働
が
常

態
化
し
て
い
る
。
早
急
に
是
正
が
必
要
。
11
月
度
の
退

庁
時
間
を
調
査
す
る
と「
午
前
零
時
以
降
に
退
庁
」が
多

す
ぎ
る
。
異
常
で
は
な
い
か
。
実
態
調
査
を
。

 

総
務
部
長　

令
和
３
年
度
の
時
間
外
総
時
間
数
は

１
１
７
７
６
８
時
間
、
う
ち
特
例
業
務
は
約
８
％
。
職

員
の
健
康
保
持
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
所
属
内
で
業

務
分
担
の
見
直
し
、
適

正
な
人
員
配
置
に
努
め

て
い
る
。

 

市
長　

速
や
か
に
是

正
す
る
よ
う
適
正
な
職

員
配
置
と
人
事
配
置
を

指
示
し
た
。
抜
本
的
な

職
場
環
境
の
改
善
策
に

つ
い
て
も
指
示
し
た
。

 

建
設
部
長　

A Q

税
滞
納
に
お
け
る
条
件
除
外
は
難
し
い

市
営
住
宅
の
入
居
条
件
見
直
し
を

Q
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
税
滞
納
者
へ
の
配
慮
に
関

す
る
国
の
通
知
に
基
づ
き
、「
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
」

と
い
う
入
居
条
件
を
除
外
す
べ
き
。

 

建
設
部
長　
他
市
町
も
同
様
の
条
件
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
制
限
条
例
施
行
規
則
の
対
象
で
も
あ
り
除
外
は
難
し

い
。

Q
障
害
者
福
祉
車
両
運
賃
助
成
に
対
し
、
世
帯
全
員

が
市
民
税
非
課
税
の
条
件
が
追
加
さ
れ
、
対
象
外
と
な

る
人
が
出
て
い
る
。
条
件
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
を
。 

 

市
長　
類
似
サ
ー
ビ
ス
と
の
公
平
性
確
保
の
視
点
か

ら
検
討
し
、
制
度
の
変
更
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
甲
賀
市
は
犯
罪
被
害
相
談
が
県
内
で
４
番
目
に
多

く
、
50
％
以
上
が
性
被
害
の
相
談
。
性
被
害
を
防
ぐ
た

め
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ

い
て
啓
発
を
。

 

市
環
部
長　
性
犯
罪
は
許

さ
れ
な
い
も
の
。
啓
発
活

動
を
行
う
。

Q
土
山
蒲
生
近
江
八
幡
線

の
整
備
は
。

 

建
設
部
長　
甲
賀
土
木
に

お
い
て
、
今
年
度
用
地
調

査
着
手
、
来
年
度
道
路
詳

細
設
計
の
予
定
。

A Q

屋
外
保
管
を
規
制
す
る
法
令
等
は
な
い

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
堆
積
場
法
的
規
制
は

A Q

整備が待たれる土山蒲生近江八幡線

日本共産党

日本共産党

凛 風 会

山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

田
た

中
なか

　新
あら

人
と

金属スクラップ堆積場

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。公職選挙法メモ
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QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
制
度
導
入
に
よ
り
、
人
口

減
少
化
す
る
情
勢
か
ら
、
働
く
意
欲
の
あ
る
誰
も
が
年

齢
に
関
わ
り
な
く
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
整
備
が
図

ら
れ
る
も
の
。
70
才
ま
で
の
雇
用
や
、
社
会
参
加
、
機

会
創
出
等
に
伴
う
課
題
を
伺
う
。
今
行
政
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
講
座
や
体
制
づ
く
り
・
今
後
の
計
画
は
。

健
福
部
長

現
在
、
シ
ニ
ア
を
育
成
す
る
学
び
舎

「
１
０
０
歳
大
学
」を
開
催
。
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
頂
く
環

境
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。

Q
改
正
の
努

力
義
務
で
65
才

~
70
才
ま
で
の

就
業
機
会
確
保

と
あ
る
が
公
共
事
業
支
援
含
め
、
事
業
所
の
担
う
許
可

範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

産
経
部
長　
事
業
主
が
高
齢
者
就
業
機
会
確
保
の
た

め
の
措
置
の
内
、雇
用
に
よ
ら
な
い
目
的
事
業
を
自
ら
・

又
は
委
託
団
体
が
事
業
実
施
で
き
る
。

Q
通
学
路
の
整
備
要
望
は
地
元
・
学
校
連
携
を
。

教
育
次
長　
調
整
図
る
。

Q
屋
外
保
管
に
関
す
る

条
例
の
制
定
は
で
き
な
い

か
。市

環
部
長　
資
源
物
は
、

廃
棄
物
で
な
い
こ
と
か
ら
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」の
適

用
外
で
屋
外
保
管
を
規
制

す
る
法
令
等
は
な
い
。

Q
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く
農
業
へ
の
転
換
は
。

産
経
理
事　
生
態
系
と
調
和
の
と
れ
た
農
産
物
の
生

産
を
行
う
有
機
農
業
や
自
然
農
法
な
ど
に
よ
る
農
業
の

こ
と
で
、そ
の
よ
う
な
農
業
の
取
り
組
み
も
必
要
だ
が
、

化
学
肥
料
や
農
薬
を
活
用
し
て
面
積
当
た
り
の
収
量
を

増
や
す
こ
と
も
農
家
所
得
向
上
の
た
め
重
要
で
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
。

Q
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
に
つ
い
て
は
。

危
機
統
括
監　
消
防
団
員
が
勤
務
す
る
事
業
所
に
、
年

度
当
初
に
市
長
、
団
長
の
連
名
で
消
防
活
動
への
便
宣
供

与
依
頼
を
要
請
し
て
い
る
。

Q
市
内
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
は
。

健
福
部
長　
県
の
動
向
と
同
じ
で
、
県
の
６
％
が
本
市

の
感
染
で
あ
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

全
職
員
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る

組
織
改
革
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

Q
適
切
な
人
事
評
価
と
勤
務
条
件
等
の
改
善
で
、
や

り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
図
る
こ
と
は
。

総
務
部
長　
納
得
性
の
高
い
人
事
評
価
の
運
用
と
超

過
勤
務
の
解
消
等
に
向
け
た
職
場
改
善
に
努
め
る
。

Q
組
織
風
土
の
改
革（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
解
消
）で
、

公
平
・
公
正
な
市
政
の
推
進
を
図
る
こ
と
は
。

市
長　
で
き
る
限
り
職
員
と
向
き
合
い
、
風
通
し
の

良
い
組
織
風
土
の
醸
成
と
働
き
方
改
革
等
の
推
進
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
。

Q
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
た

め
に
新
た
な
規
制
強
化
を
図
る
こ
と
は
。

建
設
部
長　
年
度
内
を
目
途
に「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

作
成
し
、
そ
の
効
果
を

見
極
め
た
い
。

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
軸
と
し
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
は
。

市
長　
太
陽
光
・
小
水

力
・
バ
イ
オ
マ
ス
等
、

他
市
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な「
環
境
未
来
都

市
」の
実
現
を
目
指
す
。

A Q

現
在
、
日
野
町
と
交
渉
中

南
比
都
佐
地
区
へ
の
給
水
の
現
状
は

Q
当
時
、
土
山
町
が
整
備
し
た
経
緯
は
。

水
道
部
長　
昭
和
41
年
10
月
12
日
に
将
来
に
わ
た
り

日
野
町
の
一
部
に
給
水
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
事
項

を
定
め
た「
土
山
町
上
水
道
の
区
域
外
設
置
に
関
す
る

協
議
書
」を
交
わ
し
、
昭
和
42
年
度
ま
で
南
比
都
佐
地

区
に
お
け
る
給
水
整
備
工
事
を
行
い
、
現
在
ま
で
給
水

さ
れ
て
い
る
も
の
。

Q
今
後
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
更
新
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
が
、
そ
の
時
期
と
事
業
費
は
。

水
道
部
長　
令
和
10
年
度
以
降
に
管
路
更
新
工
事
が

必
要
、
令
和
３
年
度
の
試
算
に
よ
る
概
算
事
業
費
は
、

管
路
及
び
配
水
池
等
に
か
か
る
更
新
工
事
や
そ
れ
に
伴

う
設
計
委
託
、
舗
装
復
旧
工
事
等
を
含
め
て
約
18
億
円

程
度
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Q
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
方
策
は
。

水
道
部
長　
具
体
的
な

事
項
を
説
明
し
な
が
ら
、

施
設
更
新
ま
で
に
可
能

な
限
り
交
渉
を
進
め
て

い
く
。

A Q

高
年
齢
者
雇
用
確
保
を
視
野
に
努
力

地
域
共
生
を
す
す
め
る
人
材
養
成
を

A Q
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南比都佐地区

期待されるシニア人材講座

復旧が進む土砂災害の現場

無 所 属

誠 翔 会

凛 風 会

福
ふく

井
い

進
すすむ

小
お

倉
ぐら

剛
つよし

橋
はし

本
もと

律
りつ

子
こ

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。公職選挙法メモ
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
誕
生
祝
い
品
の
木
の
お
も
ち
ゃ
は
。

 

産
経
理
事　
甲
賀
の
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
利
用
し

て
甲
賀
市
ら
し
さ
を
取

り
入
れ
、
東
京
お
も
ち

ゃ
美
術
館
の
認
定
を
受

け
、
複
数
の
木
の
お
も

ち
ゃ
を
作
成
し
た
い
。

Q
木
育
の
推
進
の
た
め

に
、
林
業
振
興
に
も
寄

与
で
き
る
拠
点
施
設
の

必
要
性
は
。

 
産
経
理
事　
木
の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
先
ず
は
、
既
存
の
園
と
子
育

て
施
設
へ
の
積
極
的
な
導
入
を
進
め
、
今
後
の
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
す
る
。

Q
林
業
・
木
材
に
関
わ
る
方
の
持
続
可
能
な
発
展
に
つ

い
て
。

 

市
長　
循
環
型
林
業
に
よ
る
持
続
的
な
森
林
整
備
に

取
り
組
む
た
め
、
甲
賀
市
産
木
材
の
公
共
施
設
等
の

建
築
物
へ
の
利
用
に
加
え
、
林
業
の
担
い
手
確
保
の
た

め
に
、
滋
賀
も
り
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
連
携
と
県

へ
の
県
立
高
校
へ
の
林
業
学
科
の
設
置
を
要
望
し
て
い

く
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

実
施
箇
所
は
要
望
含
め
計
画
通
り
実
施

道
路
除
草
の
執
行
状
況
は
ど
う
か

Q
歩
道
な
ど
で
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
所
も
み
ら
れ

た
が
本
年
度
の
除
草
状
況
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

 

建
設
部
長　
昨
年
度
26‌
㎞
に
対
し
本
年
度
は
56‌

㎞
実

施
。
し
か
し
年
２
回
で
あ
り
一
時
的
に
繁
茂
の
状
態
も

あ
り
今
後
も
継
続
的
に
除
草
を
実
施
す
る
。

Q
令
和
５
年
度
の
道
路
除
草
の
予
算
方
針
は
。

 

建
設
部
長　
除
草
実
施
範
囲
の
拡
大
に
向
け
た
継
続

的
な
予
算
確
保
に
努
め
る
。

Q
結
婚
し
た
い
が
出
会
い
の
な
い
方
が
多
い
。
甲
賀

市
版
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
開
設
し
て
は
。

 

総
政
部
長　
滋
賀
県
の
オ
ン
ラ
イ
ン
型
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
「
し
が
結
」
を
活
か
し
、
当
市
は
対
面
で
の
相

談
支
援
を
行
う
。

Q
公
共
建
物
を
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
す
べ
き
で
は
。

 

総
務
部
長　
新
築
時

は
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
基
づ

く
環
境
に
配
慮
し
た

設
計
を
行
な
っ
て
い

く
。
改
築
時
に
お
い

て
も
国
の
補
助
制
度

を
使
い
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
推

進
し
て
い
く
。

A Q

木
育
の
ま
ち
甲
賀
へ

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
の
今
後
は

A Q

運
動
時
間
は
減
少
、
ス
マ
ホ
等
は
増
加

子
ど
も
た
ち
の
運
動
ス
ポ
ー
ツ
環
境
は

Q
児
童
生
徒
の
運
動
時
間
の
現
状
は
。

 

教
育
長　

体
育
の
授

業
を
除
く
１
日
あ
た
り

１
時
間
以
上
運
動
を
す

る
子
ど
も
た
ち
の
割

合
が
、
小
学
生
男
子

47
・
８
％
、
小
学
生
女

子
28
・
３
％
、
中
学
生
男
子
77
・
６
％
、
中
学
生
女
子

57
％
で
あ
り
、
中
学
生
が
小
学
生
よ
り
高
い
の
は
部
活

動
で
の
運
動
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

Q
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
の
現
状
と
影
響
は
。

 

教
育
長　
学
習
以
外
の
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
は
、
令

和
３
年
度
の
全
国
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
１
日
２
時
間

以
上
は
小
学
生
男
子
62
・
４
％
、小
学
生
女
子
53
・
２
％
、

中
学
生
男
子
70
・
１
％
、
中
学
生
女
子
67
・
３
％
で
、

小
学
生
よ
り
も
中
学
生
、
女
子
よ
り
も
男
子
の
方
が
多

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

Q
幼
少
期
に
お
け
る
身
体
活
動
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

の
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

 

教
育
長　
幼
少
期
に
お
い
て
遊
び
を
中
心
と
す
る
身

体
活
動
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
多
様
な
動
き
を
身
に
付

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
肺
機
能
や
骨
形
成
に
も
寄
与

す
る
な
ど
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
を
維
持
し
、
豊
か
な

人
生
を
送
る
た
め
の
基
盤
に
な
る
と
考
え
る
。

A Q

ZEBの技術（環境省HP）

国のACPのパンフ

凛 風 会

誠 翔 会

凛 風 会

瀨
せ

古
こ

　幾
いく

司
じ

奥
おく

村
むら

　則
のり

夫
お

橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

木のおもちゃで遊ぶ子どもたち

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。公職選挙法メモ
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
甲
賀
市
の
ゴ
ル
フ
事
業
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

 

市
長　
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
甲
賀
市
と
し
て
、
戦
略
的
に

取
り
組
む
べ
き
財
産
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
ゴ
ル
フ
事
業
に
対
し
て
の
還
元
率
そ
の
内
訳
は
。

 

総
務
部
長　
ゴ
ル
フ
事
業
に
関
連
す
る
歳
出
の
決
算

額
は
３
５
０
万
円
で
、
所
管
部
局
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
で
あ
り
、
還
元
率
は
0.6
％
と
な
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ゴ
ル
フ
と
観
光
と
し
て
の
ゴ

ル
フ
の
市
の
予
算
の
付
け
方
に
つ
い
て
伺
う
。

 

副
市
長　
ゴ
ル
フ
は
貴
重
な
資
源
で
あ
り 

、
今
後
も

ゴ
ル
フ
関
連
の
事
業
に
市
と
し
て
力
を
入
れ
て 

取
り

組
む
と
共
に
、
県
内
の
半
数
の
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
部
局

の
担
当
を
市
長
部
局
と
し
て

い
る
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、

市
と
し
て
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

行
政
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
を
明
確
に
し
、
組
織

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

利
用
促
進
は
行
政
課
題
と
考
え
る

公
共
交
通
・
施
設
の
観
光
利
用
に
つ
い
て

Q
近
江
鉄
道
の「
全
線

無
料
デ
イ
」で
は
、
普

段
の
利
用
者
数
の
約

12
倍
に
相
当
す
る
約

３
万
８
千
人
が
利
用

し
た
。
甲
賀
市
の
公

共
交
通
に
つ
い
て
も

同
じ
よ
う
な
企
画
が

有
効
で
は
な
い
か
。

 

建
設
部
長　
近
江
鉄

道
に
よ
る
検
証
を
参

考
に
し
な
が
ら
当
市

の
信
楽
高
原
鐡
道
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
連
携
し
た

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
考
え
る
。

Q
近
江
鉄
道
は
２
０
２
４
年
以
降「
上
下
分
離
方
式
」

に
移
行
予
定
で
あ
る
。
周
辺
自
治
体
と
知
恵
を
絞
り
観

光
需
要
を
喚
起
す
る
方
策
が
必
要
で
あ
る
が
。

 

建
設
部
長　
沿
線
自
治
体
と
協
力
し
利
用
促
進
や
観

光
需
要
を
掘
り
起
こ
す
為
の
施
策
推
進
に
努
め
る
。

Q
市
役
所
の
土
日
に
空
い
た
駐
車
場
を
、
近
江
鉄
道

を
利
用
し
て
観
光
す
る
際
の
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
の
無
料

駐
車
場
と
し
て
開
放
し
て
は
。

 

総
務
部
長　
一
定
の
制
約
や
条
件
は
あ
る
も
の
の
活

用
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。

A Q
凛 風 会
西
にし

田
だ

　忠
まこと

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

戦
略
的
に
取
り
組
む
べ
き
財
産
で
あ
る

ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
は

A Q

環
境
を
意
識
し
た
ひ
と
づ
く
り
は
重
要

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入

Q
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
環
境
省
が

実
施
す
る
事
業
で
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
制
度
。
日
常
の
行
動
を
ポ
イ
ン

ト
化
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
を
自
分

ご
と
と
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
へ
の
気
運
を
高

め
よ
う
と
す
る
も
の
。
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
、
企
業
と
連
携
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ポ
イ
ン

ト
の
発
行
や
上
乗
せ
率
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
と
各
事

業
者
の
判
断
と
な
り
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
も
活
用

で
き
る
。
制
度
が
新
設
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
企
業
等

が
展
開
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
上
乗
せ
さ
れ
る
点
に
よ

り
、
簡
単
に
転
嫁
で
き
る
が
、
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

 
市
環
部
長　
市
は
環
境
と

経
済
が
調
和
し
た
持
続
可

能
な
ま
ち
の
実
現
と
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

を
目
指
し
て
お
り
、
環
境

を
意
識
し
た
行
動
が
で
き

る
ひ
と
づ
く
り
は
重
要
。

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り

成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
検
討
。

A Q

「全線無料デイ」で混雑する水口石橋駅

誠 翔 会

公 明 党

中
なか

島
じま

　裕
ゆう

介
すけ

田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。公職選挙法メモ



2023.2 18

QRコード で質問の
録画が見られます。

Q
備
品
の
更
新
計
画
は
立
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　
施
設
備
品
・
倉
庫
の
建
具
な
ど
は
長
年
更

新
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
次
年
度
に
向
け
財
団

と
協
議
し
更
新
を
図
る
。

Q
滋
賀
県
中
学
駅
伝
の
結
果
を
受
け
て
の
今
後
の
ラ
ン

ナ
ー
育
成
に
つ
い
て
。

教
育
次
長　
専
門
的
技
術
・
指
導
力
を
持
つ
人
材
を
活

用
し
、
育
成
支
援
に
努
め
る
。
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
人
口
の
裾
野
が
拡
が
る
環
境
づ
く

り
も
進
め
て
い
く
。

Q
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
方
法
の
見
直
し
を
。

教
育
次
長　
ス
タ
ー
ト
付
近
の
ト
イ
レ
設
置
増
設
は
今

年
度
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
検
討
す
る
。
女
性
専
用

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
他
の
大
会
で
の
事
例
を
参
考
に
検

討
す
る
。

Q
本
市
に
お
け
る
土
山
マ
ラ
ソ
ン
の
位
置
づ
け
は
。

市
長　
「
ス
ポ
ー
ツ
で"
し
あ
わ
せ
"感
じ
る
あ
い
甲
賀
」

を
ま
さ
に
体
現
で

き
る
重
要
な
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
オ
ー
ル
甲

賀
で
取
組
ん
で
い

く
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

市
民
生
活
の
向
上
に
も
有
効
性
が
あ
る

市
職
員
の
副
業
を
認
め
て
は
ど
う
か

Q
公
務
員
の
副
業
の
緩
和
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
お

り
、
総
務
省
も
推
進
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
背
景
に

は
働
き
方
の
多
様
性
と
と
も
に
、
高
齢
化
等
に
伴
う
人

材
不
足
が
あ
る
。
特
に
農
業
分
野
に
お
い
て
、
果
樹
の

収
穫
時
期
の
副
業
が
全
国
的
に
顕
著
で
あ
る
。
甲
賀
市

に
お
い
て
も
、
お
茶
の
摘
み
取
り
時
期
や
か
ぶ
せ
茶
の

作
業
、
稲
作
の
有
力
な
補
助
労
働
力
と
考
え
ら
れ
る
。

市
職
員
も
副
収
入
が
得
ら
れ
る
上
に
、
副
業
を
通
し
て

本
業
の
プ
ラ
ス
に
な
る
経
験
や
知
識
が
身
に
着
く
。
ま

た
人
手
不
足
に
悩
む
農
家
等
は
、
若
い
人
材
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
、
事
業
継
続
や
新
た
な
事
業
展
開
に
繋
が
る

な
ど
、
双
方
に
と
っ
て
有
効
な
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

総
務
部
長　
農
業
を
含
む
副
業
の
要
件
を
定
め
た
「
地

域
貢
献
活
動
応
援
制
度
」
を
令
和
５
年
４
月
よ
り
開
始

す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Q
ま
る
ー
む
に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
移
設
し
、
芝

生
広
場
で
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

な
ど
施
設
を
活
性
化
す
る
こ

と
で
「
に
ぎ
わ
い
」
の
創
設

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

総
政
部
長　
施
設
の
強
み

を
活
か
し
「
に
ぎ
わ
い
」
等

が
で
き
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト

誘
致
を
図
る
。

A Q

大
会
の
魅
力
と
し
て
検
討
し
て
い
く

あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
託
児
を

A Q

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
展
開
を
行
う

市
民
中
心
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を

Q
デ
ジ
タ
ル
化
を
原
則
に
照
ら
し
た
規
制
の
見
直
し
に

つ
い
て
問
う（
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
改
善
点
）。

総
政
理
事　
国
が
進
め
る

ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
、

見
直
し
で
は
、
目
視
規
制
・

実
地
監
査
・
定
期
検
査
・

書
面
掲
示
・
常
駐
専
任
・

対
面
講
習
・
往
訪
閲
覧
の

７
項
目
の
分
類
に
よ
り
規

制
の
洗
い
出
し
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。本
市
で
も
、

「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・

見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
基
づ
き
作
業
を
進
め
る
。

Q
医
師
が
い
な
い
地
域
の
対
策
に
、
遠
隔
診
療
が
あ

る
。
医
療M

aaS(

マ
ー
ス)

の
本
市
の
可
能
性
は
。

総
政
理
事　
医
療M

aaS

は
、
僻
地
医
療
の
ほ
か
、
災

害
時
の
医
療
拠
点
と
し
て
の
活
用
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
。
エ
リ
ア
が
広
大
で
高
齢
化
が
進
む
本
市
で
は
、
今

後
検
討
が
必
要
な
事
業
だ
と
認
識
す
る
。

Q
新
た
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
と
市
民
の
繋
が
り
は
。

総
政
理
事　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル

化
」を
促
進
す
る
た
め
、
全
て
の
人
が
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
来
所
不
要
な
市
役
所
の
実
現
等
、
デ
ジ
タ

ル
活
用
に
よ
る
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
一
層
の
展
開
に

努
め
る
。

A Q

アールブリュットの魅力あふれる、
ストリートピアノ（碧水ホールにて）

誠 翔 会

誠 翔 会

誠 翔 会

戎
えびすわき

脇 浩
ひろし

北
きた

田
だ

麗
れい

子
こ

小
お

河
がわ

文
ふみ

人
と

デジタル田園都市国家構想
イメージ

議員が選挙区内にあるものに対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ



市議会だより　vol.7319

QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

原
則
公
募
で
広
く
募
集
に
努
め
る

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
と
課
題
は

Q
指
定
管
理
者
制
度
と
委
託
事
業
の
違
い
は
。

総
務
部
長　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
行
政
処
分
に
基

づ
く
管
理
権
限
の
委
任
。
管
理
権
限
も
施
設
の
使
用
許

可
も
指
定
管
理
者
が
で
き
る
。
自
主
事
業
も
指
定
管
理

業
務
の
一
環
と
し
て
事
業
実
施
が
可
能
。

Q
多
く
が
非
公
募
で
あ
る
が
そ
の
理
由
と
課
題
は
。

総
務
部
長

59
施
設
の
う
ち
、
公
募
が
17
件
、
非
公

募
が
42
件
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
実
績
や
業
務
評
価
等
、

ま
た
、
地
域
の
管
理
が
望
ま
し
い
場
合
が
あ
る
。
し
か

し
、
漫
然
と
非
公
募
で
継
続
す
る
こ
と
は
課
題
。

Q
担
当
課
の
書
類
審
査
に
よ
る
立
ち
入
り
調
査
や
監

査
の
実
施
状
況
は
。

総
務
部
長　
過
去
に
施
設
の
適
正
な
管
理
、
業
務
の

履
行
等
３
団
体
実
施
。

監
査
委
員　
監
査
に
つ

い
て
は
、
今
期
行
政
監

査
を
す
る
予
定
。

Q
業
務
評
価(

モ
ニ
タ

リ
ン
グ)

に
つ
い
て
の
実

施
は
。

総
務
部
長　
本
格
導
入

を
し
た
令
和
３
年
度
分

が
提
出
ず
み
。
現
在
、

公
開
に
向
け
準
備
中
。

A Q 凛 風 会
林
はやし

田
だ

久
ひさ

充
みつ

QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

指定管理者制度ガイドラインとモニタリングマニュアル

受賞した5月号表紙

　

第
34
回
近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル（
毎

日
新
聞
社
大
阪
事
業
本
部
主
催
）
に
お
い
て
応

募
総
数
82
件
の
中
か
ら
「
あ
な
た
と
つ
な
ぐ
甲

賀
市
議
会
だ
よ
り
」
が
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
審
査
評
で
は
、
春
ら
し
く
穏
や
か
な
、
ほ
っ

と
す
る
表
紙
で
、
眺
め
入
っ
て
し
ま
う
。
議
員

発
議
の
決
議
案
可
決
の
ペ
ー
ジ
は
国
内
外
の
懸

案
を
自
分
事
と
し
て
議
員
の
役
目
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
ま
た
、「
お
茶
」
に
着
目
し
て
の
学

び
も
公
開
し
て
地
域
の
特
性
を
再
認
識
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
て
素
敵
で
あ
る
と
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
課
題
と
し
て
は
、
も
う
少
し

行
を
少
な
く
し
、
行
間
を
設
け
る
と
、
一
層
よ

く
な
り
読
み
や
す
く
な
る
な
ど
の
ご
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
工
夫
を
凝
ら
し
、
よ
り

親
し
み
や
す
い
、
繰
り
返
し
読
み
た
く
な
る
よ

う
な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

毎
日
新
聞
近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
賞

用語用語
カイセツカイセツ

個々の議員が市政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や方針、計画等について質問することを
いいます。発言時間 30 分。

会派を代表して、市政全般などについて、執行機関に対して事務の執行状況や方針、計画等について質問する
ことをいいます。（３月定例会・市長改選後）
発言時間 30 分＋ 3 分×会派人数。

委員会を代表して、各常任委員会内の所管事項について、執行機関に対して事務の執行状況や方針、計画等に
ついて質問することをいいます。発言時間 30 分。

一般質問

会派代表質問

委員会代表質問



組合議会報告

紙面構成・役割分担・スケジュール調整など

完　成

議会だより　ができるまで
今回は年4回発行している議会だよりがどのようにして作成されているのか紹介します。甲賀市議会だよ
りは全国でも珍しい議員手作り広報誌です。現在広報広聴委員会広報部会10名で作成に当たっており、
市民の皆さんにより分かりやすく、親しみやすい紙面づくりに努めています。

定例会終了
裏表紙『あなたとつなぐ』コーナー

特集記事などの編集作業

表紙写真の決定

最終チェック後…

全員で読み合わせ

常任委員会等の原稿執筆

集まった原稿の修正・校正

一般質問等の原稿執筆

議員各人が担当
今年の抱負など

●音声記録
●AI 文字おこし
●自分のメモ等を
もとに原稿作成

伝え方

文字数
減らせますか

取材

誤字脱字

写真撮影・
カメラの目も
広報委員で

2023.2 20

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

甲
賀
広
域
行
政
組
合
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て提
案
理
由

　

派
遣
し
た
職
員
を
定
数
外
と
す
る
規

定
を
新
た
に
設
け
る
た
め
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

甲
賀
広
域
行
政
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

提
案
理
由

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
等
及

び
管
理
職
の
処
遇
改
善
に
よ
る
管
理
職

手
当
の
増
額
に
対
応
し
た
割
合
の
改
正

を
行
う
た
め
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

令
和
４
年
度
甲
賀
広
域
行
政
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

提
案
理
由

　

人
事
院
勧
告
、
職
員
異
動
等
に
よ
る

人
件
費
見
込
み
、
地
方
債
の
変
更
、
契

約
の
確
定
等
に
よ
る
歳
入
歳
出
予
算
の

補
正
措
置
、
ま
た
消
防
費
に
お
け
る
債

務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
も
の
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

令
和
４
年
第
４
回
臨
時
会（12

月
23
日
）

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会（10

月
26
日
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
16
億
７
８
５
３
万
１
千

円
、
歳
出
総
額
16
億
７
７
６
９
万
９
千

円採
決

全
員
賛
成
に
て
認
定

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

15
千
円
を
増
額
し
、
17
億
７
０
２
１
万

７
千
円
と
す
る
も
の
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

第
２
期
中
期
目
標
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院

が
達
成
す
べ
き
業
務
運
営
に
関
す
る
目

標
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間

を
期
間
と
し
て
、
①
市
民
に
対
し
て
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質

の
向
上
に
関
す
る
事
項
、
②
業
務
運
営

の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項
、

③
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項
、

④
社
会
課
題
へ
の
対
応
を
定
め
る
も

の
。採

決

全
員
賛
成
に
て
可
決

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い

て提
案
理
由

　

申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
っ
て
協
議
が

必
要
と
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
場

合
、
議
会
開
会
当
日
に
開
催
す
る
と
し

て
い
た
全
員
協
議
会
に
つ
い
て
、
申
し

合
わ
せ
事
項
か
ら
削
除
し
議
会
会
議
規

則
に
全
員
協
議
会
の
規
定
を
新
た
に
設

け
、
議
会
開
会
当
日
に
関
わ
ら
ず
、
議

長
が
招
集
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
。

採
決

全
員
賛
成
に
て
可
決

病
院
組
合
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

議
会
同
日
、
地
方
独
立
行
政
法
人
公

立
甲
賀
病
院
令
和
３
年
度
の
業
務
実
績

に
関
す
る
評
価
結
果
報
告
並
び
に
、
第

１
期
中
期
目
標
期
間
の
業
務
実
績
に
関

す
る
見
込
評
価
結
果
に
つ
い
て
、
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。全
体
評
価
と
し
て「
中

期
目
標
、
中
期
計
画
達
成
に
向
け
て
や

や
遅
れ
て
い
る
。」と
の
評
価
で
す
。

一
般
質
問

　

一
般
質
問
は
西
山
実
議
員
よ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
熱
外
来
の
対
応

状
況
、
地
方
独
立
行
政
法
人
と
し
て
３

年
目
の
評
価
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

地方独立行政法人公立甲賀病院



紙面構成・役割分担・スケジュール調整など

完　成
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今回は年4回発行している議会だよりがどのようにして作成されているのか紹介します。甲賀市議会だよ
りは全国でも珍しい議員手作り広報誌です。現在広報広聴委員会広報部会10名で作成に当たっており、
市民の皆さんにより分かりやすく、親しみやすい紙面づくりに努めています。

定例会終了
裏表紙『あなたとつなぐ』コーナー

特集記事などの編集作業

表紙写真の決定

最終チェック後…

全員で読み合わせ

常任委員会等の原稿執筆

集まった原稿の修正・校正

一般質問等の原稿執筆

議員各人が担当
今年の抱負など

●音声記録
●AI 文字おこし
●自分のメモ等を
もとに原稿作成
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議員各人が担当
今年の抱負など

伝え方

文字数
減らせますか

取材

誤字脱字

写真撮影・
カメラの目も
広報委員で

市議会だより　vol.7321



意見交換会市民の皆さまとの

甲
賀
市
議
会
は
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
広
聴
活
動

と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
様
な
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
か
ら
12
月
末
ま
で
、
議
長
と
３
常
任
委
員
長
を

除
く
全
議
員
が
４
班
に
分
か
れ
て
10
回
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
前
号
に
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

開
催
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

10
回
の
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
課
題
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
道
路
の
危
険
箇
所
や
鳥
獣
被
害
、
ま
た
、

道
路
の
草
刈
り
や
空
き
家
の
増
加
、
防
犯
灯
設
置

状
況
や
コ
ミ
タ
ク
な
ど
公
共
交
通
の
地
域
間
格
差

な
ど
の
身
近
な
生
活
環
境
の
課
題
や
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
・
減
少
に
よ
る
農
業
へ
の
将
来
不
安

や
農
地
利
用
の
規
制
緩
和
に
よ
る
U
I
J
タ
ー
ン

促
進
な
ど
の

農
業
課
題
。

　
ま
た
区
・

自
治
会
や
自

治
振
興
会
の

あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
多

く
の
地
域
で

意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
現

在
、
行
政
が

進
め
る
自
治

振
興
会
の
あ

り
方
に
つ
い

て
の
考
え
方

や
地
域
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い

て
は
、
市
内
地
域
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が
異
な

る
中
で
、
同
じ
よ
う
に
進
め
る
の
は
難
し
い
こ
と
、

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
う
ま
く
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
難

し
く
、
最
終
的
に
は
区
長
が
引
き
受
け
ざ
る
を
得

な
く
な
る
な
ど
の
課
題
も
。
民
生
児
童
委
員
の
任

期
は
３
年
で
あ
り
、
４
月
に
区
長
就
任
し
て
す
ぐ

に
選
任
の
依
頼
を
受
け
る
が
、
全
く
状
況
も
わ
か

ら
な
い
中
で
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま

す
。
意
見
と
し
て
、
選
任
に
つ
い
て
の
依
頼
を
早

く
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
の
区
長
か
ら
次
の
区
長

へ
の
引
き
継
ぎ
が
う
ま
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
も
含
め
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
い
で
行
け
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
、
具
体
的
な
意
見
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
た
だ
い
た
、
た
く
さ
ん
の
意

見
を
議
会
と
し
て
整
理
・
集
約
し
て
、
最
終
的
に

は
政
策
提
案
と
し
て
市
に
提
案
し
て
実
行
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
意
見
交
換
会
は
「
住
民
の
思
い
に
つ
い
て
、
議

会
を
通
じ
て
行
政
に
と
ど
け
る
ル
ー
ト
、
流
れ
を

繰
り
返
し
て
ほ
し
い
」、「
ま
た
機
会
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

広
聴
活
動
か
ら
政
策
提
案

ま
で
の
フ
ロ
ー
モ
デ
ル

05

06

03

07

0809 10

04

お聴きした声を活かす
03 深川区［甲南町］10/15 開催　まちづくりと地域福祉について

09 貴生川自治振興会［水口町］11/21 開催　貴生川地域活性化ビジョンに向けて  

10 水口地域区長会理事会その２［水口町］11/22 開催

08 綾野自治振興会［水口町］10/16 開催　

        地域別グランドデザインについて

07 池田団地区［甲南町］10/23 開催　

        アオサギ・白鷺の営巣による隣接住民の迷惑対策について

06 野尻区［甲南町］10/22 開催　

        甲南町野尻口交差点付近通学路の安全対策について

05 宮地区自治振興会［甲南町］10/21 開催　

        市内各地域に応じたオーダーメイドの行政を　  

04 希望ケ丘学区まちづくり協議会［甲南町］10/17 開催　

        地縁型自治振興会の運営について

政
策
提
案
へ
つ
な
げ
る

実施

●
意
見
交
換
会
等
の
実
施

整理・集約

●
各
班
で
い
た
だ
い
た

　
　意
見
の
整
理
・
集
約

調査・研究

●
各
常
任
委
員
会
で

　
　調
査
・
研
究

提案
05
●
委
員
会
代
表
質
問
等
を

　
　通
じ
て
市
へ
提
案

実施
06
●
提
案
し
た
政
策
の
実
施

まとめ

●
広
聴
部
会
で
整
理

　
　担
当
常
任
委
員
会
へ
送
付

2023.2 22



意見交換会市民の皆さまとの

甲
賀
市
議
会
は
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
広
聴
活
動

と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
様
な
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
か
ら
12
月
末
ま
で
、
議
長
と
３
常
任
委
員
長
を

除
く
全
議
員
が
４
班
に
分
か
れ
て
10
回
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
前
号
に
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の

開
催
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

10
回
の
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
課
題
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
道
路
の
危
険
箇
所
や
鳥
獣
被
害
、
ま
た
、

道
路
の
草
刈
り
や
空
き
家
の
増
加
、
防
犯
灯
設
置

状
況
や
コ
ミ
タ
ク
な
ど
公
共
交
通
の
地
域
間
格
差

な
ど
の
身
近
な
生
活
環
境
の
課
題
や
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
・
減
少
に
よ
る
農
業
へ
の
将
来
不
安

や
農
地
利
用
の
規
制
緩
和
に
よ
る
U
I
J
タ
ー
ン

促
進
な
ど
の

農
業
課
題
。

　
ま
た
区
・

自
治
会
や
自

治
振
興
会
の

あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
多

く
の
地
域
で

意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
現

在
、
行
政
が

進
め
る
自
治

振
興
会
の
あ

り
方
に
つ
い

て
の
考
え
方

や
地
域
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い

て
は
、
市
内
地
域
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
状
況
が
異
な

る
中
で
、
同
じ
よ
う
に
進
め
る
の
は
難
し
い
こ
と
、

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
う
ま
く
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
難

し
く
、
最
終
的
に
は
区
長
が
引
き
受
け
ざ
る
を
得

な
く
な
る
な
ど
の
課
題
も
。
民
生
児
童
委
員
の
任

期
は
３
年
で
あ
り
、
４
月
に
区
長
就
任
し
て
す
ぐ

に
選
任
の
依
頼
を
受
け
る
が
、
全
く
状
況
も
わ
か

ら
な
い
中
で
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま

す
。
意
見
と
し
て
、
選
任
に
つ
い
て
の
依
頼
を
早

く
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
の
区
長
か
ら
次
の
区
長

へ
の
引
き
継
ぎ
が
う
ま
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
も
含
め
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
い
で
行
け
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
、
具
体
的
な
意
見
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
た
だ
い
た
、
た
く
さ
ん
の
意

見
を
議
会
と
し
て
整
理
・
集
約
し
て
、
最
終
的
に

は
政
策
提
案
と
し
て
市
に
提
案
し
て
実
行
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
意
見
交
換
会
は
「
住
民
の
思
い
に
つ
い
て
、
議

会
を
通
じ
て
行
政
に
と
ど
け
る
ル
ー
ト
、
流
れ
を

繰
り
返
し
て
ほ
し
い
」、「
ま
た
機
会
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

広
聴
活
動
か
ら
政
策
提
案

ま
で
の
フ
ロ
ー
モ
デ
ル

05

06

03

07

0809 10

04

お聴きした声を活かす
03 深川区［甲南町］10/15 開催　まちづくりと地域福祉について

09 貴生川自治振興会［水口町］11/21 開催　貴生川地域活性化ビジョンに向けて  

10 水口地域区長会理事会その２［水口町］11/22 開催

08 綾野自治振興会［水口町］10/16 開催　

        地域別グランドデザインについて

07 池田団地区［甲南町］10/23 開催　

        アオサギ・白鷺の営巣による隣接住民の迷惑対策について

06 野尻区［甲南町］10/22 開催　

        甲南町野尻口交差点付近通学路の安全対策について

05 宮地区自治振興会［甲南町］10/21 開催　

        市内各地域に応じたオーダーメイドの行政を　  

04 希望ケ丘学区まちづくり協議会［甲南町］10/17 開催　

        地縁型自治振興会の運営について

政
策
提
案
へ
つ
な
げ
る

実施

●
意
見
交
換
会
等
の
実
施

整理・集約

●
各
班
で
い
た
だ
い
た

　
　意
見
の
整
理
・
集
約

調査・研究

●
各
常
任
委
員
会
で

　
　調
査
・
研
究

提案
05
●
委
員
会
代
表
質
問
等
を

　
　通
じ
て
市
へ
提
案

実施
06
●
提
案
し
た
政
策
の
実
施

まとめ

●
広
聴
部
会
で
整
理

　
　担
当
常
任
委
員
会
へ
送
付
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　12月10日（土）甲
南第一自治振興会主
催によるイベント『だ
いいちメルカート』が
晴天の下開催されま

した。昨年に引き続き２回目の開催で多
くの来場者で賑わっていました。
　その中の催しの一つとして、今では珍し
くなった杵を使っての餅つき体験が行わ
れ、大勢の親子連れが列をなしました。
写真はその中の一コマで、４人兄弟の上の
お子さんが下の子を手伝いながら代わる
がわる杵を振る姿が微笑ましく、撮影さ
せていただきました。

▼ 2023年、新たな思いで、それ
ぞれ皆様の１年が始まりました。

▼私たち議員も年始に誓った「抱
負」を胸に活動をスタートしてい
ます。 ▼議会だよりでも昨年より
市民の方々の活動を掲載。広報委
員が取材訪問し生の活動内容を紹
介しています。 ▼「このような部
門で」「このような地域活動が」
「活動にはこんな悩みが」と、今
まで知らなかった事柄を次々とお
聞きします。 ▼でも、活動されて
いる方々は、目を輝かされ、今で
なく常に先を見て、笑顔でお話を
されていることに感銘を受けまし
た。 ▼今年も市民の皆さんのそば
に置いていただける「あなたとつ
なぐ・議会だより」作りに頑張り
ます。（広報部会　田中　喜克）

編集後記

（写真撮影　西田 忠委員）

議会だよりのタイトル「あなたとつなぐ」をテーマに、市民の
皆さまの活動を広報広聴委員会で取材し、ご紹介いたします。

今回は、ｅこころステーションを取材させていただきました。フードバンク活動からみんなの居場所へ

ｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーションｅこころステーション
ええええええええええええええええ

●活動のきっかけは
　民生委員のときに子ども食堂に関わったことを機
に、社会福祉協議会からお話があり、令和２年６月、
東海道沿いの空き店舗（水口町八坂７-２）を借りて、
活動がスタートしました。
　甲賀市版フードバンクと子ども食堂の活動支援、地
域の居場所づくりを目的にしています。

●「ｅこころ」とは
エコ（環境）と心をかけた言葉で、まだ食べられるの

に捨てられる食品ロス問題と環境負荷の削減、また食材
等を必要とされる方を支援するために始まった活動で
す。

●活動を支えてくださる多くの方々に感謝
ここには地域の方々や地元企業様からお米や野菜、冷

凍食品やレトルト食品、またお菓子など多くの寄贈があ
り、生活に困っておられる方や地域で実施される子ども
食堂などに提供されています。
　地元企業や地域の皆さんのほんの少しの気持ちがあっ
てこそ活動ができています。少しでも多くの人に活動を
知ってもらい、ここに集まる品物を本当に困っている方
の元に届けたい。

●議会だよりについて、感想をお聞かせください。
毎回読まさせていただいています。今後とも市政の

チェック機能として、しっかり発信してください。

シリーズ
「あなたとつなぐ」

当日はフードバンクびわこを通じて食料品が届きました

毎週月曜日・水曜日・金曜日
13：30～16：00に開所
※祝日、年末年始、お盆間などは休み

編
集
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2月16日 9時30分～
本会議（第1日）議案上程・提案説明・施政方針
2月28日 9時30分～

本会議（第2日）代表質問
3月2日 9時30分～

本会議（第3日）議案審議・
付託等
3月3日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問
3月6日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問
3月7日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問
3月
8・9・10・13・14・15
16・17日　9時30分～

委員会
3月23日 9時30分～

本会議（第7日）委員長報告・質疑・討論・採決

3 月定例会の予定

議会の傍聴ができます。議会の傍聴ができます。
本会議と委員会は誰でも傍聴することができま
す。ネット中継もしています。

本会議（第3日）議案審議・ 2 月
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

3 月
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31


